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●娯楽・遊戯用具

イ 娯楽用具

娯楽と遊戯をはつきり分けることは難しいが、この娯

楽用具の頂では、大人たちの楽しみ、または＼大人の介

在する事柄についての用具を主として取上げた。

遊びが生活そのものであるような子供たちにとつても、

正月の遊びが制 Jに楽しいものとして待ちこがれたのは、

大人たちもその間は安楽 |こ過ごそうと心がけていたので、

そこに子供たちの安ll感があつたがらである。つ誅り＼

正月の間は遊楽が家族平等 |こ公認されたものになつてい

〔ナガシゴト用具〕

雪中の楽 しみ

暑E淵盤 縛 霧 貶 乞 よ≦轟 EF暑 ド層ξlLM
しみも一」とも思つた。しガし、かつての暮らしでは、

それは限られた人たちのものであつた。

た:こ層Ettij、EF塁長:璽了栄言亭曇ε峯蜃]21
いたが、蓄音器はその点で大いにみ/11なを楽しませた。

若い衆たちは、コツクリさん<らいで楽しんでいた。

ジ ョウバイシ 9-イ ー 2
59× 40m 高さ155m
自然石 藁仕事の藁叩き台

オビ 9-イ ー 5

`≧

f1394Cm  中冨34Cn  140 9

木綿 負.ま い紐

味:果晶寒窓g]≧言蓋』熙選抵ち『曇浣冤ご娼:3唇
た若い女衆たちの流し事であつた苧桶流しに由来してい

るようだ。さら|こ＼お寺参りの婆さ/tたちは数珠漆しを

したし、缶日子供を帯で負わされている子守りつ娘たち

もオビ流しとllつて流し事の真似事をした。後述する子

供たちによる天神講も大抵この時期に行なつたがら＼そ

れが彼等なりの流し事だつたのだと思う。さて＼―家の

主人たちのものが無いが、実はワンチ・秋ごとなどの行

事があつて、こllがむしろ流し事の起源であつた。

饒懃予
考

ジュズ  9-イ ー 4
全長29 5Cm 59(左 )全 長4 5Cm 79(右 )
木・陶磁器 .布 寺参り用数珠

クワガラ 9-イ ー |

全長 22 5Cm l′ 5359

鉄 ブナ(柄 )lll

オブケ 9-イ ー 3
口径22Cm 高さ 9 2Cm
木卜 績んだ苧を入れる桶

ナガシゴト

流し事は、一つの仕事をやり終えた時、その仲間が寄

合つて飲食を共に楽しむ＼共同の慰労会ともいうべきも

のであつた。時期はああよそ晩秋のころで、農作業が一

応片付いたころを見計らつてするのが一般的で＼その点

では＼いまの忘年会も兼ねていたともいえる。

最も盛んだつたのは若い衆たちのもので＼どこが宿の

家を決めると＼御馳走の材料を持寄り、すべて手作りの

料理で宴会を行う。大抵は3～ 4日の泊り込みであつた。

この流し事を鍬柄流し・ジヨウバイシ流しなどといつた

が、これは畑仕事や藁仕事の慰労の意味があつた。
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ハネッケェシ

ハネッケェシは、正馬の15日、雪上で行う羽根つきで

ある。とは_lっても、羽根はウツギ (フニウツギ)の幹
を短く切ったものに□鳥の羽根を挿して自製したもので、

羽子板は雪掘り用具のコシキを使つて行う。

老若男女が集まll＼ 踏み固めた雪の上で行うが＼羽根

を落とすとみんなで雪を掬つてかける。豪快ながら単純

な遊びだが、音はこの日にこれをしないと、夏＼腰が痛

むなどともいい＼ムラ中の人が集計つて行なつた。これ

は、ある種の神事的な遊戯であつたと思われる。鈴木牧

之は『北越雪譜』|ここの行事を挿絵入りで紹介している。

花 見
4月 3日は女の節 9~lだが、このころになると子イ共たち

は、各家で作つてもらつた御馳走を重箱に詰め＼連れ立

つて花見に出がけた。花見と言つても、桜が咲<には詠

だ間があるが、川原や土手の雪が消えて地面のあらわれ

た所を見つけて進を敷き＼楽し<会食して遊ぶのである。

待兼ねた春の患吹を満喫する子供の行事だ。

大人たちもこの日、女衆が連れ立つて＼LLヘマンサク

の花を見に行<花見があつたが、男衆の場合は専ら桜の

花見で、それも飲食が主であつた
8ょこんな時に用いたの

が写真の野遊び用のハナテシ∃ (経本製小皿)である。

〔屋外娯楽用具〕

ハネ 9-イ ー 6
全長23Cm 89
タニウツギ・水鳥の羽根

羽根つき用羽根

ハ ネ  9-イ ー 3
全長 7Cm 89
夕ニウツギ・山鳥の羽根

羽根つき用羽根

驀
, 争

皿塩手中表９．ィ．‐　̈
・一『弊

ナ

３
木

ハ
ロ
経

コシキ  9-イ ー 5
全長95 6Cm 刃先幅27 2Cm 937 9
ブナ 羽子板の代用

コシキ  9-イ ー 4
全長 102C田  刃先幅24 5Cm
ブナ 羽子板の代用
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■市内伊達のつつ じ原での花見■ハネッケェシを楽 しむ人々



ホウビキ

宝弓きとは何本かの縄の 1本 |こ一文銭などを付け＼そ

れをクジヨきのようにヨかせ＼その 4本をヨ当てた人が

勝ちで＼賭金などをとる遊びである。正月など若い衆た

ちが集まると多少の金

を賭けて遊んだ。

苧績み仲間の婆さん

たちが、績み疲れると

一文銭<らいを張つて

駄菓子を求めて楽しむ

こともあつた。

コックリサマ

占い遊びとして若者の間で流行した。当地の万式は＼

3本の箸などの棒を縛つて図のように立て＼3人がその

4本ずつに指を掛けて持つ。周囲の者が何が質問すると

箸が自然に動いて下に置いた紙の文字を 4本の箸び指し

て答える。始める前に祈躊者のようにして稲荷様を招<。

この遊びは明治年代がらといわれているが＼当地には

紡績女工などに行つた娘たちが、持ち帰り伝えたらしい。

雪の夜など＼若い男女たちび集まつた時の座興によ<行

なつた。あらかじめ承知してしヽる特定の2人の間柄を＼

コックリさ/1yに間しヽて興じたものであつた。

〔屋内娯楽用具〕

|■|

悠
ホウビキ 9-イ ー23
全長50Cm

カラムシ・一文銭 宝引き

コックリサマ  9-イ ー24
禾日糸氏39 4× 27 7Cm  ]lロ イ塁|1 8Cm  ttf差 さ23 1Cn

和紙・皿・箸 占い用

ハナフダ 9-イ ー20
55× 330m(1枚 )
厚紙 花札

顆

曖
趾

鰺
ヒャクニンイッシュ 9-イ ー 9
74× 5 Cm(1枚 )
Fi紙 百人一首 トランプ  9-イ ー22

89× 57(1枚 )
洋紙

洟 鼈
彦悠衆尋

ゴバ ン  9-イ ー35
464× 43 8Cm 局さ21 3Cm
ケヤキ 碁盤

ゴイシ 9-イ ー36
容器径 2 5Cm 高さ7 3Cm 碁石径2 2Cm
石・員 碁石

シ ョウギバ ン 9-イ ー33
431× 34 4Cm 高さ3 3Cm
朴 将棋盤
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チ クオンキ 9-イ ー29
447× 39 7Cm 呂さ39 5Cm
木・金属 その他 蓄音器

レコー ド 9-イ ー30
イ■25Cm 180 9
シェラック レコー ド盤

シャクハチ  9
全長44Cm 62 9

竹 尺八

― イ -26
9-イ ー27
5649

月琴
ワ

エゾウシ 9-イ ー37
8× 12Cm 厚さ120m(左 )
和紙 本

コウダンボン 9-イ ー38
2 8× 4 5Cm(左 )
和紙  本

コウダンボン 9-イ ー39
187× 13 4Cm り早さ2 5Cm

和紙 本

ゲ ッキン

全長65 5Cm

桐 。その他
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口 遊戯用具

子供は、遊びが生活だったから何でも遊びにしてし意

うし＼そこにあるものは何でも遊び道具にしてしまう.

たとえば、履物や被物だつて遊戯用具にするし＼時には

大人が大事にしているものを持ち出して使うこともあつ

て、大人たちを困らせることがある。

彼等にとつて雪は＼生活の舞台であるとともに＼遊戯

用具などの16好な素材でもあるので＼雪でさ讀ざ誅なも

のを造つて遊んだ。大人の雪仕事は日ごろからよ<見て

いるから、雪遊びとなると、該ずそれに目をつける。除

雪用のコシキなどはlLll需品だし、春先|こなると＼儀など

〔屋外遊戯用具〕

コ ドモコシキ 9-ロ ー |

全長54 5Cm 刃先幅 3 9Cm
ブナ 雪遊び用小型木鋤

は至極魅力的な遊具となつた。

年長の子になれば大人用の用具をその試ま使えるし＼

やがてはそれらを実際に使いこなさな<てはならない。

そこで大人が用意して与えたのがコドモコシキや＼コド

モゾリである。

また、春になつて＼雪の消え間がら地面が顔をのぞが

せるようになると、子供たちは＼それに応じた遊びを展

開し、それ |こふさわしい遊具を発見した。子供にとつて、

それが自然に準ずることであり、大人への準備にもなつ

た。

コ ドモコシキ 9-ロ ー 3
全長56 5Cm 刃先幅 2 4Cm 35 9
ブナ 雪遊び用小型木鋤

コ ドモコシキ 9-ロ ー 6
全長54Cm 刃先幅 4Cm 50:
ブナ 雪遊び用小型本鋤

コ ドモコシキ 9-回 ―
全長56 5Cm 刃先幅 3Cm
ブナ 雪遊び用小型本鋤

2

1659
コ ドモコシキ 9-ロ ー 5
全長54 7Cm 刃先幅 3 3Cm 185 9
ブナ 雪遊び用小型木鋤

■雪ダルマをつ くる子供たち

218

■チャンバラゴッコやコドモコシキで遊ぶ子供たち



ガフンドの落し穴もそうだ。下の銀杏の実も、雪に作つ |

た穴に投げ入れる技を競う遊びに使つた。

■雪を使つたママゴ ト遊び

シャモジ 9-ロ ー 5
全長20 3Cm 26 9
ブナ 雪遊び用

凄

咤

献

彫

乙

饉

不

巽

ママ ゴ トドウグ 9-ロ ー 7
椀口径980m 高さ6 5Cm(左上 )
椀・その他 雪遊び用

・
‐
・

し
・

イッチ ョウブクロ 9-ロ ー19
長さ22 7Cm 幅 8Cm

木綿 銀杏遊び用

落し穴

雪づ降り続いて外遊びに適さないような日＼屋内遊び

にも飽きると「落し穴やろうか」ということl_なる。雪

道に穴を掘 1/‐ l＼ 通る人を陥落させて楽しもうという悪童

らしい課議だ。こんな日は通る人も少ないのでやり易い。

雪道の路面に穴を掘ると、コシキを蓋のように置き、

その上に雪をがぶせて上手に踏み固め、それと分からな

<してコシキを抜き取る。そして物陰に隠れて人が通る

のを待つ。後で大目玉を食らうが＼一度はやつてみたい

遊びであつた。穴の蓋部分に葦や菰を使う者もあつたが＼

コシキで作るのが腕の見せどころだつた。

ガフン ド 9-ロ ー2
コモ80× |15Cm

葦長さ24 Cm

藁 葦 落し穴用

コシキ 9-ロ ー22
全長 04 5Cm 刃先幅25Cm l′ o659

ブナ 落し穴用

くコシキで雪を切取

り、穴の上に乗t
そっと抜 く。

コ モ

>穴 の上に茅や古く
なったコモなど乗せ、

雪をそっと乗せる。 茅・葦・

細い木の枝など
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シミワタリ

3用も過ぎて、積もつた雪の表面が暖気で水分を含むようになると＼寒気の強い

朝は雪原の表面が固く凍みて、その上をどこ誅でも渡つて歩けるようになる。待

兼ねた子供たちは、連立つてシミワタリに出がける。ほあガぶりをし＼冷たい手

を懐に入れて、それでも「しみたがホイ しみねがホイ」と歌いながら＼はじや
い

Eλξ昼「 凛邊喜源Lξご藝言璽響軋][F藝 環璽
giち
に糸にさして乾燥さ

せたものを持参して食べるのも楽しみの一つであつた。尻に杉の葉を敷いて雪の

斜面を滑り降りたり、雪の消えた斜面に早<咲<シヨウジヨウバカマやマンサク

の花を見つけるのも、探検隊気取りの遊戯であつた。やがて、日が高<なつて凍

つた雪面がゆるみ、歩きに<<なつて泣きべそをか<こともあつた。

ソダブリ 9-ロ ー26
全長 35Cm l′ 659
柴・杉 極遊び用

スゲボシ 9-ロ ー25
全長92Cm 5 89
スゲ (タ ヌキラン)雪 滑 り用 (転用 )

ワラグツ 9-回 -24
長さ26 5Cm 幅 13 5Cm
藁 雪滑り用

ワラブリ 9-ロ ー27
全長77Cm 50 9
藁 棲遊び用

コ ドモスッポン 9-ロ ー23
高さ20Cm 沓長さ2 Cm 145 9(片 方 )
藁 雪滑り用(雪中用長沓 )

160,(片 方 )

驀    |

■シミワタリをする子供たち
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豪

■ハコゾリで遊.ド 子供たち

コ ドモゾ リ 9-ロ ー28
全長73 6Cm 幅40 3Cm 2′ 3829

イタヤ・杉 握遊び用

ハ コゾリ 9-ロ ー39
全長 09。m 幅48 2Cm 高さ77 5Cm 3′ 3409
朴・杉 権遊び用

コ ドモゾリ 9-ロ ー29
全長86 5Cm 幅38 5Cm 4′ 3009
イタヤ・杉 棲遊び用

コ ドモゾリ

全長85 8Cm

イタヤ・杉

9-ロ ー30
中冨44C「 1  3′ 8959

権遊び用

ハ コゾ リ 9-ロ ー4
全長75 3Cm 幅46 5Cm 高さ75Cm 3′ 0859

イタヤ・杉 様遊び用

■コ ドモゾリ(左。右 )・ スキー(中央)で滑降

|

ソリノリ

ソリノリ (橿乗り)は、子供の遊びだが、それは誅る

で、大人の儀弓きや雪掘りといつた仕事の呼び方のよう

に言われた。子供は季節を追つて、その時期の遊び|こ熱

中するから、大人の仕事になぞらえたのである。

春本LLの権ヨきが始誅るころになると、子供たちも揺

乗りを始める。コドモゾリといつても、小型ながら大人

のヨ<、 いわゆる山橿と同じ造りである。ただ、この場

合＼上に板を打ちつけて固定したものになつてしヽる。乗

つて遊ぶのは専らこの型の標で、写真下段に見える箱型

で手押し式のものは、いわば手し日車の儀版で、幼児のあ

守り用というべきものである。

儒乗りは、雪の坂道などで乗ることもあつたが、ヤブ

(雪原)が凍みたシミワタリの時にヨいて行つて乗り＼

帰りには杉葉などの焚き本を拾つて積んで帰つた。

試た＼杉葉を尻に敷いて滑つたり、藁であらがじめ作

つたワラゾ _lや、本の枝を束ねて作つたソダゾリ|こも乗

つたど、これはきた、儒とは違つた野趣があつた。これ

とは別に＼雪を積み上げて作る滑り台があつたで、これ

は4・ 2用ころに乗つた。藁沓で滑るが＼幼い子はスゲ

ボシに座つて滑り降りた。
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スキーノリ

写真上段のタヅナは＼竹製のスキーである。鼻につけ

た手綱から出た呼び名だづ＼これには足を固定する仕組

がないので＼手綱でそれを補つていたのだろうと思う。

スキーが当地で子供の遊びとして普及し始めたのは、

大正の終りから昭和の初年ころであつた。当時は誅だス

キーは簡単に入手できながつたから＼欲しごる子供には、

親が手作りしたものを与えた。買つて貰えたにしても足

を留める金具がある<らいで、革のバンドなどは無<＼

市切れや麻縄などを使つて足 |こ括りつけた。スキーlllな

どはもちろん無<、 藁製のスッポンであつたし、その後

になつてもゴム長期ιなら上等であつた。

次頁にレルヒ少佐が伝えた一本杖があるが、子供たち

ははじめ、杖を用いなかつた。その後、二本杖が普及し

て<ると、子供たちは唐傘の柄を使つたり、竹棒の先に

東ねた藁や針金の輛を作つて付けて＼枝とした。

よ<滑るように＼ロウソフやバラピンを、焼いた火箸

で溶かしてスキーに塗つたが＼時には裁縫用のヒノシ・

コテ・アイロンなど使つてはロヒられたものであつた。

そんなスキー乗りだつたが＼子供たちは、夕方暗くな

り＼着物の裾が凍つてし意うのも忘れて滑つてllた。

タツナ  9-ロ ー59
全長59Cm 285 9

孟宗竹 竹スキー

スキー 9-ロ ー63
全長 H9Cm l′ 259

木・金具 子供用スキー
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スキー 9-日 -67
全長 04 5Cm l′ 2509
木 。金具 子供用スキー

スキー 9-ロ ー70
スキー全長 189 4Cm 3′ 709
杖全長127 5Cm 630 9

木・金具 大人用スキー

タヅナ 9-ロ ー56
全長73 3Cr 430 9

孟宗竹 麻縄 竹スキー



■着物姿でのスキー授業 (大正11年 ころ)

ツエ  9-回 -74
全長2 6Cm 857 9
竹・鉄 スキー杖 (一本杖 )

ツエ  9
仝長 |
竹・藁

ロウヌ リ 9-ロ ー84
全長24 0m 799
ブリキ・針金 スキーの嘘塗り用具

■スゲボシ。ワラグツでのスキー(昭和初期ころ)

コテ  9-ロ ー79
全長35Cm 330 9
鉄・木 スキーの蛾塗 り用具 (転用 )

アイロン 9-ロ ー80
長さ 9.9Cm 高さ16 4Cm 885 9
鉄 スキーの蛾塗り用具 (転用)

ッエ  9-ロ ー76
全長 20Cm 450 9

竹・針金 スキー杖

一回-75
5Cm  315 9

スキー杖

ヒノシ  9-ロ ー78
全長33 4Cm 800 9

青銅 スキーの蟻塗り用具 (転用)
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スケット遊びなど

スケットは、スケートに似せた地方名で、おそら<子

供たちの命名である。ことによると氷上のスケートが一

般に知られる前から＼雪の上を滑るものとして＼すでに

当地の子供は遊んでいたのがも知れない。

当地にあつたスケットは＼写真のように組い山竹を善

べ合せて作つたもの、本の台の下に竹を張つたもの＼孟

宗竹を害Jつて下駄状にしたものなどがあり、主としてシ

ミワタリの時や、固<凍つた路面で滑つて遊んだ。

上段のゲタスケートは、本格的なスケートに似せて作

つたものだが、普通の雪上での使用は無理である。これ

は、市街地の雁本通りの固い路面の上に雪が吹き込み、

それが氷のように固<凍つた所で用いた。歩行者は迷惑

したはずだが、子供ならではの発想だ。  たこぁ
固<なつた雪原を春風が渡るころになると凧揚げがは

じまる。街で売られてtlいたが＼多<の子供は自分で作

って揚げた。六角凧が普通で、内出紙を使い、竹ヒゴを

骨 |こして作つた。糸のつけ方にも技術がいり、
/0」回も工

夫してやつと出来上でる。バランスをとるために、 2本

の長い紙の足をつけた。凧を揚げるのは広場がいいが、

家の混んでいる所では屋根へ上つて揚げた。

むヽ
籐
■

ハゴイタ 9-ロ ー97
全長33Cm oo 9
桐・羽根・ムクロジ 羽子板

ゲタスケー ト 9-回 -88
全長27 9Cm 幅9 8Cm 585 9
桐・牛革・鉄 雪上スケー ト

タコ 9-ロ ー98
全長72 5Cm 幅60 4Cm 50 9

竹・和紙 凧

イ トマキ 9-日 -00
全長25 6Cm 48 9
杉 。その他 凧揚げ用糸巻

スケ ッ ト 9-ロ ー93
全長24 8Cm 77 9
山竹・針全 雪上スケー ト

タケスキー 9-ロ ー87
全長 59Cm l′ 7929

孟宗竹 自製スキー

スケ ッ ト 9-ロ ー90
全長27Cm 幅8 1Cm 264ッ

孟宗竹・藁緒 雪上スケー ト
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タコ 9-ロ ー99
全長72Cm 幅58 5Cm 65 9

竹・和紙 凧

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
‐
‐
　
‐―

スケ ッ ト 9-ロ ー95

`ざ

f123Cm  中冨9 7Cn  958 9

杉・孟宗竹 雪上スケー ト

スケ ッ ト 9-ロ ー92
全長 7 6Cm 幅5 6Cm 55 9

孟宗竹・布緒 雪上スケー ト



ヽ
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■マリつきをする子供たち■オハジキで遊 .ド子供たち■雪上で凧揚げ

ナゲズングリ 9-ロ ー 02
コマ全長 1020m 609
木・麻縄 手製独楽

コマ  9-ロ ー 108
コマ径7 9Cm 高さ5 6Cm 50 9
縄全長29 Cm 大さ0 3Cm 09
本・鉄芯・苧縄 鉄心独楽

ズ ングリ 9-ロ ー 03
コマ全長9 5Cm 62 9

竹棒全長44 5Cm 43 9

松・竹・布 手製独楽 デバモノ 9-口  0
コマ径6 5Cm 高さ630m 659
棒全長46Cm 40 9

朴 綱遊び用 (デーオーボール)

ふノチ愕刊

クギタテ 9-ロ ー‖3
全長 9 Cm

鉄 釘立て用

ハ ッチ  9-ロ ー 12     ・ ヾ
丸型最大径‖.3Cm 厚さ01～ 0 2Cm

角型最大 8× 4 8Cm 厚さ005～ 0 4Cm

厚紙 面子

最大径 6Cm 厚さ0 1Cm
最小径7 3Cm 厚さ0 1Cm
厚紙 面子

ビーダマ 9-ロ ー‖4
ビー玉径 1 7Cm

袋‖ 5× 3 2Cm

ガラス玉 ビー玉遊び用

轟彗■‐
イシケ リ 9-ロ ー‖5
52× 4.5Cm 高さ1 5Cm 53 9(左 )
自然石 石けり遊び用

上の出はじめるころ

4月の声を聞<と＼雪もどんどん消えはじめる。とは

言つても、厚い雪原が―斉にとはいかないが、川辺や傾

斜面の急な土手、殊に消雪用にヨき水をした所などがら

地面が現れて<る。雪国の人マにとつて＼ス々に見る土

の感触は、それ自体で待兼ねた春の患吹なのだ。

子供たちは、いち早<そのわずかな地面を使つて春の

遊びを展開する。まずコマ回しだ。市販されていたコマ

は鉄芯で縁にも鉄を巻いた、いわゆるカネマキでよ<回

るど、それとは日Jに子供たちが自分で作つて回すズング

リがあつた。これは＼それに適した本を捜し、銘を使つ

て肖Jつて自製するのだから、その出来具合が腕の見せど

ころである。同じ男の子の遊びで、その時期に始誅るの

がパッチ (面子)である。これは賭けごと的な遊戯なっ
で特別に熱が入る。女の子たちは＼テンマリつき＼縄跳

びに興じた。釘立ても地面あつての遊びだ。

やがて、雪の消えた地面が広がると＼それ |こつねて遊

びの1日も広がる。小さい子は缶ガラ下駄のノヾカパカ、大

きい子は竹馬に乗つたが、「学校讀で行つて来た」という

のも自慢になる。女の子たちは＼小川のほとりでフキノ

トウやセリを摘んで食膳を楽し<して<れた。
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■若草を摘む少女 ■花見をする子供たち

藉
膊
隊
押
憲
曜
日
舞
一舞
銀轟
轟犠
讐
多
一

―
は

パカパ カ 9-ロ ー1 7
径9 4Cm 高さ 0 5Cm 組全長H7Cm 2 29(片 方)
孟宗竹・本綿紐 足の指で紐をはさみ爪先で履い
て歩く

竃    .

パカ′く力 9-ロ ー16
径8 5Cm 高さ5 3Cm 布■全長85Cm  19( 1回 )

桐・藁縄 足の指で縄をはさみ爪先で履いて歩く

モ クハ  9-ロ ー 120
全長904。 m 5509
シナノキ 。その他 馬乗 り遊び用

タカウマ  9-ロ ー 8
全長 45Cm 9 59(片 方 )
杉 竹馬

タケ ウマ  9-ロ ー 9
全長 73 2Cm 675 9(片 万 )
竹・杉 竹馬

タガマワシ 9-ロ ー 21
タガ径4450m 30g
棒全長48 2Cm 50 g

古タガ・又木 輸まわし用

ンユウハ コ 9-ロ ー 26
176× 1580m 高さ4 5Cm 365 9
本製漆塗 野遊び・花見用

ボテ 9-ロ ー 25
ロイ■26 5CIn 高さ|1 5Cn 128:
山竹 草摘み用

毎
魃
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ボボワイサ

ボボというのは赤ん坊のことで、それに見立てた簡単

な人形をいう。ワイサ (=悪さ)はいたずらの意味で、
要するに遊びのことだから＼ボボワイサは人形遊びをあ

らわす幼児語である。近<の津南町などではボボコンジ
∃と言つたが＼人形ごっこのことで同意語である。

ボボワイサで遊6のは、主として幼い女の子たちであ
った。ツッコト (継ぎこと二衣類のつ<ろい)をする日
たちから布の小切れを貰い、綿をくるんでテルテル坊主

のような頭を作り、それに布切れを着せて遊ぶ。

日や祖日ぶ作つて与えるサルボボは這子の一種で、御

守りのような意味もあつたが、これも＼おんぶやだつこ

をして遊ぶ幼女たちのよい遊び本目手であつた。

女の子が大きくなると＼日本髪風の髪型の人形を作り、

千代紙の着物を着せて、着せ換え人形にした。この時の

髪型は利紙を箸などに巻いて縮め＼髪型の毛筋をあらわ

すようにしたが、これに似たものとして、音はトウモロ

コシの皮を保存しておいて使つた。

雪に降込め・
~2れ
て戸外に出らInない日は＼姉妹や隣家

の女の子らも寄つて、ボボワイサにふけつた。こんな日

は＼日や祖日も針仕事で家に居るので安lbであつた。

贔

哄

魃

悛

ハキレ 9-日 -33
長さ20～ 50Cm

木綿・その他 人形遊び用 (人形つくり用)

アネサニンギョウ 9-ロ ー 34
全長2 3Cm o9(左 )

和紙・絹 人形遊び用

サル ボボ

全長3453
冽ヽホ吊 ・ =言

ボボ  9-ロ ー 28
全長 日 5Cm 69(左 )

木綿 。その他 人形遊び用

アネサニンギ ョウ 9-ロ ー 35
全長 9 3Cm 6ッ
和紙・ トウモロコシの皮 人形遊び用

ニンギョウ 9-□ -40
全長 7 Cm 89
土・絹 人形遊び用

全長 25Cm 25 9(左 )
絹・本綿 人形遊び用

ニンギ ョウ 9-ロ ー 41
全長45 5Cm 200 9

布・その他 人形遊び用

ハイハイニンキ ョウ 9-ロ ー 38
全長26Cm 205 9(左 )
土 。その他 人形遊び用
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オトコッコ 。オンナッコ

積雪期の子供たちの遊戯は、その場所がら見れば、屋

外と屋内の遊びに分llる し、遊戯の性質からすれば＼専

ら男の子が行うものと＼女の子 |こ限られるもの＼それと

もう一つは、男女共通ホたは混合でする遊びがある。

屋外での遊びは当然、雪に関係するし＼屋内の遊びは

悪天候 |こ |よば試れてのことが多いが、どちらの遊戯にし

ても悪さ遊び的でありながら、その内容は大人の仕事を

なぞl~えた、改たはそれにつながると見られるものを含

んでいる。その点では、屋内の遊びが女の子に多いこと

からも察せられるし、男の子の雪遊びはもちろ/1y、 藁細

工遊びなども、その好例である。

男の子・女の子共通の遊戯は＼正月に展開される遊び

に象徴的にあらわれるが、これには娯楽といえる性格の

ものが多<＼ この楽しさが次の遊びを誘発する。

女の子たちが仲間で熱中した遊びは、ナンゴ (あ手玉)

やマリつきであつた。ナンゴは布切れを分けてもらい＼

作り方も教わつて作つた。手誅りもゴムマリの出回る誅

では、ゼンマイワタを集め＼自分で糸を巻llて作つた。

男の子たちの場合は＼霜ッぅ
工作することに興味が注

がれていた。知恵の輸や紙角力などもそのlT」である。

ナンコ 9-ロ ー 42
6× 5 5Cm 40 9(1個 )
布・小豆 お手王遊び用

一篠
４

ナンゴ 9-ロ ー 43
7 5× 60m 509(|イロ)
布・小豆 お手玉遊び用

タケナンゴ 9-ロ ー 48
長さ24 5Cm 幅 1 2Cm 0 89(|
孟宗竹 竹ナンゴ遊び用

本)1509(6本 )

オハジキ 9-ロ ー 54
大きさ |～ 2 Cm 厚さ03～ 0 8Cm

小石 オハジキ遊び用

ジュウロクムサシ 9-ロ ー 62
38 5× 27 6Cm  親本し径 4 Cm  子本L2 1X0 3Cm
和紙・厚紙 十六六指

膵lr

テ ンマ リ 9-ロ ー 51
径9 2Cm 84 9

木綿糸・刺締糸・ゼンマイ綿

テンマ リ 9-ロ ー 49
径  8Cm 15 9
木綿糸・刺繍糸・ゼンマイ綿 手鞠

カ ミズモウ 9-ロ ー 63
人形高さ7 9Cm 箱238× 9 8Cm 高さ6 2Cm
厚紙 紙角力

テ ンマ リ 9-ロ ー 50
径7 5Cm 47 9

木綿糸・束1締糸・ゼンマイ綿 手鞠

カラク リ 9-ロ ー 65
棒長さ45 1Cm

竹・紐・一文銭 知恵の輸

カルタ 9-ロ ー 60
75× 5 3Cm(1枚 )
厚紙 いろはガルタ

チエノワ 9-ロ ー 64
全長22 9Cm 35 9
針金 知恵の輪

ポ≦窪
幸

贅
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‐

■雪原での遊び ■鳥追い堂 (ホ ンヤラ ドウ)の 中で黄な粉餅を食べる子供たち

スゴロク 9-ロ ー 56
605× 41 Cm
和紙 双六遊び用

スゴロク 9-ロ ー 57
47 1× 35 6Cm

和紙 双六遊び用

笙 黎
サイコロ 9-ロ ー 59
1 4× 1 4Cm  1 9(|イ 回)
木製 双六遊び用

スゴロク 9-ロ ー158
109× 78 5Cm

紙 双六遊び用

ヌイ ゴ  9-ロ ー 166
全長33=「

藁のた茎 夫槽煮豆さし用 (シ ミワタリの際のおやつ )

イ ト 9-ロ ー 68
全長62Cm

カラムシ糸 味噌煮豆さし用
(シ ミワタリの際のおやつ )

獨 乙
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センベイヤキとセンベイツリ

正月の遊びで＼跡ず一度はするのがセンベイヤキだつた。下の写真のように先端が

FE盤になつていて、一方に丸い<ぼみがある煎餅焼を大にかけて熱し＼油をひいて細

が<切つた餅を挟んで＼もう一度火の上で焼<。 すると、丸い煎餅がこんがりと出来

上がるわけだが＼餅が外にふき出した l‐ 、柔らガ過ぎたりで、ながなかうま<いかな

い。それでも結構楽しく熱中した。相当の量を焼き上げると、今度はセンベイツリだ。

本綿糸を縫い針に通し＼それを重ねた煎餅に打ちつけて突きたて＼糸の先を持つて上

手にヨき上げて自分の手元まで運べば＼はじめて食べられるという競技的な遊びであ

った。自分たちで作つて食べるということは＼ふだん禁じ
l~・
7‐
lていただけ|こ魅力的な

遊びだつた。味嘔煮どきの東」豆も同様に、その時での遊びは、一つの李節の目盛でも

あつたのである。

センベイヤキ 9-ロ ー 69
全長46 5Cm 635 9
鉄 す煎餅用

＞
セ
ン
ベ
イ
ツ
リ
を
す
る
子
供

センベイツ リ 9-ロ ー172
針長さ5 5Cm 糸長さ12Cm

鉄針・木綿糸 煎餅遊び用針

イマガワヤキ 9-ロ ー 74
全長4 5Cm 90 9
銅・木 (柄)今川焼用

憑
歩

考

ｉ

ξ

誓

ダイロ 9-ロ ー 80
呂さ5 4Cm 幅 25C]
藁 藁細工遊び

カザ グルマ  9-ロ ー 84
羽根 0×  Cm ヌイゴ全長40Cm
藁 藁細工遊び

ワラニンギ ョウ 9-ロ ー 79
高さ2 20m(左 )

藁・銀杏 藁細工遊び

カネツキ ドウ 9-回

藁 藁細工遊ひ
高さ 3Cn

真 藁細工遊び

ニワ トリ 9-ロ ー 87
高さ 3 5Cm

木 本細工遊び

ワラウマ 9-ロ ー 83
高さ3 8Cm(大 |イ回)

藁 藁細工遊び

ウシ 9-ロ ー 86
全長 4 5Cm

木 木細工遊び

センベイヤキ 9-ロ ー 71
全長46 5Cm 690 9

鉄 計煎餅用
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ウ/雪の斜画を利用したり、雪を積んで作っ
た滑り台で滑る遊び。ワラグツやスッポ

ン、底の減ったタングツやナガグツを履

き、立ったまま Lか ら滑り降りる。スナ

ベリともいう。

ンボ ン/雪原を踏み固めて渦巻状の道をつけ、道
の両端に二手に分れて合図と共に一人ず

つ走 り出し、出会ったところでジャンケ

ンをする。勝った子供は相手の陣に向か

ってさらに進み、負けた側は次の子供が

走 り出す。こうして相手の陣に到達 した

方を勝ちとする陣取 りの一種。

●ギ ロ ン ボ/小さく雪を盛った上を踏み固めて滑るよ
うにして遊ぶ。

●踏 み 文 字/雪原を踏み固め、字や絵を描く遊び。
●ケ ツ ズ イ ナ/杉の枝や藁束を尻に敷き、固く凍みた雪

の斜面を滑り降りる。ケツノリともいう。

●ソ リ ノ リ/小型の子供用ソリで斜面を滑 り降 りる。
これに箱を取付けたものがハコゾリ。

●タ ケ ス キ ー/細い竹を数本組合せたり、同じ竹を長く
スキー状にしたもの。

●ゲ ツ ケ/雪道の表面をクツでよく磨いてツルツル
にし (ゲ ロをつける。ギゴらせる)、 その

上に新雪を.も、んわりと乗せ、通行人を滑

らせる悪戯。

● ガ ド/雪の落じ穴。落し穴に気づかれないよう
様々な工夫を凝らした。ガフンド (中条

・水沢)。 ドブ・ ドフ (十 日町)。 ボッチ

●ユ キ ダ ル マ//雪 を積み上げたり削ったり、あるいは雪

玉を転がして大きくし二つ重ねるなどし

て作った。ケシゴや木炭をグルマの目鼻

に、ツララを手にと工夫を凝らした。近

年はダルマに限らず、様々な題材を取上

げて形作ることが楽しまれている。

●ユ キ ゥ サ ギ/雪を椀などに入れてお盆の上に伏せて乗
せ、南天の赤い実を目に、葉を耳 として

付けてウサギに見立てた。

●マ マ ゴ ト/欠 けた茶碗や空缶・匙・飯杓子などを用
いて、雪をご飯に雪水を味噌汁に見立て

たり、雪の団子を作るなどして遊んだ。

また家を模 して雪の間仕切やチャブ台を

作った。

●ヨ ン ナ レ/傾斜のついた雪面を踏んで逆三角形の穴
を作り、適当に離れた地点から十個ほど

のイッチョ (銀杏)を 「ヨンナレ カイ
コメショJと いいながら、穴をめがけて

投げ入れる。穴に入ったイッチョは自分

の物になり、はずれたものは次の子供が

投げ入れていき、順に無くなるまで行う。

アナイッチョともいう。

●シ ミ ワ タ リ/ヤ ブが凍みた朝 (雪原が寒気により固く
凍ること)、 子供たちは無雪期には行けな

かつた所にもどんどん歩いて行けた。こ

のとき「シミタカホイ シミネカホイ
シミタシミタ ホーイホイ」と歌った。

●ショーショーバリ/雪消えころの晴天の日、 トタン屋根に雪
玉を乗せて融け出した水を茶碗の中に溜

める。その際に誰が一番早 く、勢いよく

水を落とすか競い合った。「ショーショー」

とは小水の出る音、「バリ」とは小水の意

味。

]虚瞥。
チヨツポコ(当間)などの呼び

|

●タ  ヅ  ナ/竹で作ったスキー。先端に取付けた紐を
手に持って滑る。ミチズキ (中条)と も
いう。

●ス ケ ッ ト/孟宗竹を害」ったものに鼻緒を付けて履き、
固い雪の上を滑る。

●ガ  ツ  チ/雪玉を、いつけあい固さ比べをする。雪玉
を固 く握って丸めた上、クッの底でエン

ゴロエンゴロして (転がす意)固 くする
が、その際に「ガチガチ マメンナーレ」
といつて歌 うこともあった。固さを増す

ため雪玉を水に浸 し―晩おいて凍 らせた

り、塩を混ぜたり、あるいは石を入れた

りと工夫を凝 らしたが、これらは反則。

ガッチ 。ガチ (中条・下条 。当間)。 カ

ッチン (鉢)な どの呼び方があるほか、

雪玉自体のことをツブンコ (十 日町)・

イキダンゴ (中条)な どともいった。
●カナッコリトり/氷柱 (ツ ララ)の ことをカナッコリ。カ

ネッコリなどと呼、いが、誰が一番大きい

カナッコリをとるか競い合つた。また、

宝さがしと称し、これを雪中に埋めてさ

がしたり、雪の城に立てて飾りとした。

子供たちはよくカナッコリを食べたが、

これを食べると「腹に虫がたかる」など

と親に諫められた。

●マ ヨ イ ミ

戦/雪王を投げつけ合う遊び。二手に分かれ
て雪の城壁を作 り、本の枝などを旗 とし、

それを奪い合う陣取 りも行われた。

チ/雪原を踏み固めて迷路のような道をつけ、
その中で追いかけっこをするc
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●娯楽 。遊戯用具品目一覧 0226点〉

イ、娯楽用具 ●ナガシゴ ト (仕事納めの共同飲食)用具 :ク ワガ
ラ。ジョウバィシ・ォブケ 。ジュズ 。ォビ ●屋外娯楽用具 :ハ ネ
・ コシキ・ハナテショ ●屋内娯楽用具 :ヒ ヤクニンイッシユ・ハ

ナフダ・ トランプ・ホウビキ・ コックツサマ・シヤクハチ・グッキ

ン・タイシヨウコト・チクオンキ・ レコー ド・ ショウギバン・コマ

・ゴバン・ゴイシ・エゾウシ・コウダンボン

ロ、遊戯用具 ●屋外遊戯用具 :コ ドモコシキ・シャモジ・ママゴ ト

ドウグ・イッチョウブクロ・ガフンド・ コシキ・ コドモスッポン・

フラグツ・スゲボシ・ ソダブリ・ ワラゾソ・コドモゾリ・ハコゾソ

・テォシゾソ・ソソ。キカイゾソ・タゾナ・ スキー・ツエ・ ヒノシ

・コテ・アイロン・ ロウヌリ・ロウ 。タケスキー・ゲタスケー ト・

スケット・ハゴイタ・タコ・ イトマキ・タコイト・ナゲズングソ・

ズングソ・ コマ・デバモノ・パッチ・クギタテ・ビーダマ・ イシケ

リ・パカパカ・タカウマ・タケウマ。モクバ・タガマワシ。ォ ト
ビ・ボテ・ジュウバコ・マルジュウ ●屋内遊戯用具 :ボボ・サル
ボボ・ハギレ・アネサニンギョウ・チヨガミニンギヨウ・キセカエ

ニンギョウ・ハイハイニンギョウ・ニンギョウ。ナンゴ。ナンゴブ

クロ・タケナンゴ・テンマツ。アヤトリ・ノコソイト・オハジキ・

スゴロク・サイコロ・カルタ・フクワライ。ジュウロクムサシ・カ

ミズモウ・チエノワ・カラクソ・ヌイゴ・ハソ・イト・センベイヤ

キ・センベイツソ・イマガワヤキ・ ドンブソ・カタクチ・アブラボ

ボ・サラ・ワラニンギョウ・ダイロ・ヘッピ・ワラウマ・カザグル

マ・カネツキドウ・ウシ・ニワトソ

ヒ
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